
(57)【要約】

【課題】本発明によれば、利得変化は殆どない、帯域幅

を増加させる装置が提供される。

【解決手段】帯域幅を拡張するための広帯域増幅装置は

、入力信号を増幅するための第１及び第２増幅素子、バ

ッファリング素子及び第１インダクティブバッファを含

む。バッファリング素子は第１増幅素子と前記第２増幅

素子との間に設けられ、出力信号の帯域幅を保持し、利

得を増加し、バッファリングされた信号の一部を前記第

１増幅素子に戻すことにより、前記第１増幅素子の出力

信号をバッファリングする。第１インダクティブバッフ

ァは、バッファリング素子に接続されており、帯域幅を

拡張すると共に、利得変化を殆ど示さないように、周波

数が所定範囲内で増加するにつれて、入力インピーダン

スを増加させる。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
帯 域 幅 を 拡 張 す る た め の 広 帯 域 増 幅 装 置 で あ っ て 、
入 力 信 号 を 増 幅 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ 増 幅 素 子 と 、
前 記 第 １ 増 幅 素 子 と 前 記 第 ２ 増 幅 素 子 と の 間 に 設 け ら れ 、 出 力 信 号 の 帯 域 幅 を 保 持 し 、 利
得 を 増 加 し 、 バ ッ フ ァ リ ン グ さ れ た 信 号 の 一 部 を 前 記 第 １ 増 幅 素 子 に 戻 す こ と に よ り 、 前
記 第 １ 増 幅 素 子 の 出 力 信 号 を バ ッ フ ァ リ ン グ す る た め の バ ッ フ ァ リ ン グ 素 子 と 、
前 記 バ ッ フ ァ リ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ て お り 、 帯 域 幅 を 拡 張 す る と 共 に 、 利 得 変 化 を 殆 ど 示
さ な い よ う に 、 周 波 数 が 所 定 範 囲 内 で 増 加 す る に つ れ て 、 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を 増 加 さ せ
る た め の 第 １ イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ と を 具 備 す る 広 帯 域 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ が イ ン ダ ク タ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 広 帯 域 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ が 半 導 体 チ ッ プ 上 に 直 接 形 成 さ れ る イ ン ダ ク タ で あ る 請
求 項 ２ 記 載 の 広 帯 域 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ が 半 導 体 の 外 部 の モ ジ ュ ー ル に 接 続 さ れ る ス ト リ ッ プ 線
路 イ ン ダ ク タ で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の 広 帯 域 増 幅 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 バ ッ フ ァ リ ン グ 素 子 と 第 １ イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 、 バ イ ア
ス 設 計 の た め の バ イ ア ス 素 子 を 更 に 含 む 請 求 項 ４ 記 載 の 広 帯 域 増 幅 器 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 バ イ ア ス 素 子 が ト ラ ン ジ ス タ か ら 形 成 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 広 帯 域 増 幅 器 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 バ イ ア ス 素 子 が 抵 抗 か ら 形 成 さ れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 広 帯 域 増 幅 器 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ 増 幅 素 子 に 接 続 さ れ て お り 、 帯 域 幅 を 拡 張 さ せ る た め の 第 ２ イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ
フ ァ を 更 に 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 広 帯 域 増 幅 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 広 帯 域 増 幅 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ を 用 い て 帯 域 幅
を 拡 張 す る た め の 広 帯 域 増 幅 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
最 近 、 超 高 速 デ ー タ 通 信 技 術 、 例 え ば 、 光 フ ァ イ バ を 用 い る 光 通 信 技 術 が 急 速 に 成 長 し て
お り 、 こ れ に よ り 、 デ ー タ の 伝 送 量 に 対 す る 要 求 も 高 ま っ て い る 。 多 く の 量 の デ ー タ を 転
送 す る た め に は 、 よ り 広 い 帯 域 幅 で 作 動 す る 広 帯 域 増 幅 器 を 実 現 す る こ と が 必 須 で あ る 。
こ の た め に 、 超 高 周 波 帯 域 で 安 定 し て 作 動 す る こ と が で き る 能 動 素 子 が 開 発 さ れ る 必 要 が
あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 新 し い 能 動 素 子 を 開 発 す る の に 長 い 時 間 や 高 コ ス ト が か か る の
で 、 新 し く 開 発 さ れ た 素 子 や そ れ 以 外 の も の を ど の よ う に 広 帯 域 増 幅 器 回 路 に 設 け る か 、
す な わ ち 、 新 し く 開 発 さ れ た 素 子 が 効 率 的 に 作 動 す る よ う に 広 帯 域 増 幅 器 回 路 を 設 計 す る
方 法 を 改 善 す る こ と も 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
通 常 、 シ ャ ン ト イ ン ダ ク タ 方 式 が 広 帯 域 増 幅 器 回 路 を 設 計 す る の に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ は 、 シ ャ ン ト イ ン ダ ク タ 方 式 を 採 用 す る 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０ の 概 略 的 な 回 路 図
で 、 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ １ ０ １ 乃 至 Ｔ Ｒ １ ０ ４ 、 多 数 個 の 抵
抗 及 び イ ン ダ ク タ Ｌ １ ０ ０ を 備 え る 。 ３ つ の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ １ ０ １ 乃 至 Ｔ Ｒ １ ０ ３ は 、
そ れ ぞ れ 、 第 １ 増 幅 段 、 バ ッ フ ァ 段 、 及 び 第 ２ 増 幅 段 を 形 成 す る 。 バ ッ フ ァ 段 Ｔ Ｒ １ ０ ２
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を バ イ ア ス す る た め に 設 計 さ れ る ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ １ ０ ４ は 、 特 定 の 抵 抗 値 を 有 す る 抵 抗
に 代 え る こ と が で き る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 抵 抗 は 、 バ イ ア ス 設 計 の た め の 特 定 の 抵 抗 値 を
有 す る 。 イ ン ダ ク タ Ｌ １ ０ ０ は 、 Ｔ Ｒ １ ０ １ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ て 、 広 帯 域 増 幅 器 １ ０
０ の 帯 域 幅 が 拡 張 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 述 の シ ャ ン ト イ ン ダ ク タ 方 式 に よ る と 、 イ ン ダ ク タ Ｌ １ ０ ０ と パ ッ ド （ 図 示 せ ず ） の 寄
生 コ ン デ ン サ と の 間 に 共 振 現 象 が 発 生 す る 。 共 振 現 象 は 、 帯 域 周 波 数 が 増 加 す る に つ れ て
従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０ の 負 荷 端 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 増 加 さ せ 、 高 周 波 数 帯 域 に お け る
利 得 を 増 加 し 、 つ い に 帯 域 幅 を 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 シ ャ ン ト イ ン ダ ク タ 方 式 は 、 利 得 増 加 及 び 帯 域 幅 拡 張 と 共 に 、 増 幅 器 の 性 能 を 劣
化 し 得 る 相 当 な 利 得 ピ ー キ ン グ を 伴 う 。 こ の よ う な 利 得 特 性 が 図 ２ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ２ は 、 通 常 の 増 幅 器 及 び シ ャ ン ト イ ン ダ ク タ 方 式 を 採 用 す る 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０
の 利 得 特 性 グ ラ フ を 示 し 、 グ ラ フ Ｇ ａ は 通 常 の 増 幅 器 の 利 得 特 性 を 示 し 、 グ ラ フ Ｇ ｂ は 従
来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０ の 利 得 特 性 を 示 す 。 ｘ 軸 は 周 波 数 Ｈ ｚ を 示 し 、 ｙ 軸 は 伝 送 イ ン ピ
ー ダ ン ス 利 得 ｄ Ｂ Ω を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
約 ５ ０ ｄ Ｂ Ω の 伝 送 イ ン ピ ー ダ ン ス に お い て 、 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 は 、 ８ ． ４ Ｇ Ｈ ｚ の 帯
域 幅 を 有 す る 通 常 の 増 幅 器 に 比 較 し て 、 よ り 大 き い １ ０ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ の 有 効 帯 域 幅 を 有 す る
。 し か し 、 グ ラ フ か ら わ か る よ う に 、 こ れ は ２ ｄ Ｂ Ω 以 上 の 相 当 な 利 得 ピ ー キ ン グ を 有 す
る 。 デ ー タ が 処 理 さ れ る 有 効 帯 域 幅 内 に お け る こ の よ う な 相 当 な 利 得 変 化 は 、 後 に 接 続 さ
れ る 制 限 増 幅 器 の 最 大 許 容 入 力 電 圧 を 超 過 し て 、 作 動 エ ラ ー を 起 す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ の 故 に 、 利 得 変 化 が 殆 ど な い 、 十 分 な 帯 域 幅 拡 張 を 得 る た め の 帯 域 幅 拡 張 方 式 が 求 め ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 利 得 変 化 が 殆
ど な い 、 帯 域 幅 を 拡 張 す る こ と が で き る 増 幅 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 帯 域 幅 を 拡 張 す る た め の 広 帯 域 増 幅
装 置 で あ っ て 、 入 力 信 号 を 増 幅 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ 増 幅 素 子 と 、 前 記 第 １ 増 幅 素 子 と
前 記 第 ２ 増 幅 素 子 と の 間 に 設 け ら れ 、 出 力 信 号 の 帯 域 幅 を 保 持 し 、 利 得 を 増 加 し 、 バ ッ フ
ァ リ ン グ さ れ た 信 号 の 一 部 を 前 記 第 １ 増 幅 素 子 に 戻 す こ と に よ り 、 前 記 第 １ 増 幅 素 子 の 出
力 信 号 を バ ッ フ ァ リ ン グ す る た め の バ ッ フ ァ リ ン グ 素 子 と 前 記 バ ッ フ ァ リ ン グ 素 子 に 接 続
さ れ て お り 、 帯 域 幅 を 拡 張 す る と 共 に 、 利 得 変 化 を 殆 ど 示 さ な い よ う に 、 周 波 数 が 所 定 範
囲 内 で 増 加 す る に つ れ て 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を 増 加 さ せ る た め の 第 １ イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ
フ ァ と を 含 む 広 帯 域 増 幅 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 の 形 態 に よ る イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ 方 式 を 採 用 す る 広 帯
域 増 幅 器 ３ ０ ０ の 概 略 的 な 回 路 図 で 、 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ は 、 四 つ の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ ３
０ １ ～ Ｔ Ｒ ３ ０ ４ 、 多 数 個 の 抵 抗 、 及 び イ ン ダ ク タ Ｌ ３ ０ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ ３ ０ １ は 、 入 力 信 号 を 増 幅 す る た め の 第 １ 増 幅 段 と し て 共 通 エ ミ ッ タ 構
造 で 構 成 さ れ る 。 第 １ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ １ が 十 分 な 利 得 を 提 供 す る こ と が で き な い 場 合 、 他
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の 増 幅 段 、 例 え ば 、 第 ２ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ３ が 更 に 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ ３ ０ ２ は 、 第 １ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ １ と 第 ２ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ３ と の 間 に 設 け
ら れ る 。 こ の 場 合 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ ３ ０ ２ は 、 入 力 信 号 を バ ッ フ ァ リ ン グ す る た め の バ
ッ フ ァ 段 と し て の 機 能 を 行 な う 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ ３ ０ ２ は 、 前 段 、 す な わ ち
、 第 １ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ １ か ら 出 力 さ れ る 信 号 の 帯 域 幅 を 保 持 す る と 共 に 、 該 当 帯 域 幅 内 に
お け る 利 得 を 増 加 さ せ る 。 更 に 、 バ ッ フ ァ 段 Ｔ ３ ０ ２ は 、 バ ッ フ ァ リ ン グ さ れ た 信 号 の 一
部 を 、 抵 抗 Ｒ ３ ０ １ を 介 し て 第 １ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ １ の 入 力 端 に 戻 し 、 残 り の バ ッ フ ァ リ ン
グ さ れ た 信 号 を 第 ２ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ３ に 転 送 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｒ ３ ０ ４ は 、 バ ッ フ ァ 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ２ に 接 続 さ れ 、 こ の バ ッ フ ァ 段 Ｔ Ｒ ３ ０
２ を バ イ ア ス す る た め の バ イ ア ス 段 と し て 作 用 す る 。 バ イ ア ス 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ４ は 、 特 定 の 抵
抗 値 を 有 す る 抵 抗 に 代 え る こ と が で き る 。
多 数 個 の 抵 抗 も 、 バ イ ア ス 設 計 の た め に 用 い ら れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 抵 抗 は 特 定 の 抵 抗 値
を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 イ ン ダ ク タ Ｌ ３ ０ ０ は 、 バ イ ア ス 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ４ と 抵 抗 Ｒ ３ ０ ０ を 介 し て 、 バ ッ フ ァ
段 Ｔ Ｒ ３ ０ ２ に 接 続 さ れ る 。 イ ン ダ ク タ Ｌ ３ ０ ０ は 、 イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ と し て 機 能
を 行 い 、 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ の 帯 域 幅 を 拡 張 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ と し て の 機 能 を 行 な う イ ン ダ ク タ Ｌ ３ ０ ０ は 、 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０
０ の 顕 著 な 利 得 増 加 及 び 効 果 的 な 帯 域 幅 拡 張 を 提 供 す る 。 こ の た め に 、 イ ン ダ ク タ の 最 適
の イ ン ダ ク タ ン ス は 、 イ ン ダ ク タ の イ ン ダ ク タ ン ス に よ っ て 変 わ る 利 得 増 加 及 び 帯 域 幅 拡
張 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン す る こ と に よ り 決 定 さ れ る 。 一 方 、 一 般 的 に 、 イ ン ダ ク タ は 半 導 体
チ ッ プ 上 に か な り 大 き い 面 積 を 占 め 、 こ れ に よ り 、 イ ン ダ ク タ を 小 さ く 実 現 す る こ と が 好
ま し い 。 そ の 故 に 、 利 得 増 加 と イ ン ダ ク タ の 大 き さ と の 間 の ト レ ー ド オ フ は 、 イ ン ダ ク タ
の イ ン ダ ク タ ン ス を 決 定 す る と き 考 慮 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ と し て の 機 能 を 行 な う イ ン ダ ク タ Ｌ ３ ０ ０ は 、 半 導 体 チ ッ プ 上 、
ま た は チ ッ プ の 外 部 の モ ジ ュ ー ル に 接 続 さ れ て い る ス ト リ ッ プ 線 路 イ ン ダ ク タ 上 に 直 接 形
成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
イ ン ダ ク タ Ｌ ３ ０ ０ が 増 幅 器 ３ ０ ０ の 帯 域 幅 を 拡 張 さ せ る 本 発 明 の イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ
ァ 方 式 に よ る と 、 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 周 波 数 が 増 加 す る に つ れ
て 増 加 す る 。 イ ン ピ ー ダ ン ス 増 加 に よ り 、 第 １ 増 幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ １ の 出 力 信 号 が 、 キ ル ヒ ホ
ッ フ の 電 圧 法 則 に よ っ て 、 他 の 素 子 に 比 較 し て バ ッ フ ァ 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ２ に 、 よ り 多 く の 量 が
印 加 さ れ る 。 こ の よ う な 現 象 は 、 高 周 波 帯 域 に お い て よ り 著 し く な り 、 高 周 波 帯 域 に お け
る 利 得 を 増 加 さ せ て 帯 域 幅 が 拡 張 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ る 広 帯 域 増 幅 器 の 上 述 し た 特 性 を 示 す シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン の 結 果 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ４ に お い て 、 グ ラ フ Ｉ ａ は 通 常 の 増 幅 器 の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を 示 し 、 グ ラ フ Ｉ ｃ は 図
３ に 示 す 広 帯 域 増 幅 器 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 示 す 。 ｘ 軸 は 周 波 数 Ｈ ｚ を 示 し 、 ｙ 軸 は 入 力 イ
ン ピ ー ダ ン ス Ω を 示 す 。 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 用 い ら れ た イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ と し
て の 機 能 を 行 な う イ ン ダ ク タ は 、 ３ ｎ Ｈ の イ ン ダ ク タ ン ス を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 か ら わ か る よ う に 、 １ ０ Ｇ Ｈ ｚ の 周 波 数 帯 域 幅 に お い て 、 本 発 明
の 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス は 、 通 常 の 増 幅 器 に 比 べ て ６ ３ Ω だ け 増 加 す
る 。 こ の よ う な イ ン ピ ー ダ ン ス 増 加 は 、 高 周 波 数 帯 域 に お け る 利 得 を 増 加 さ せ て 、 上 述 し
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た よ う に 帯 域 幅 を 拡 張 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
更 に 、 本 発 明 の イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ 方 式 を 採 用 す る 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ は 利 得 変 化 が
殆 ど な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ は 、 図 １ に 示 す 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０ 及 び 図 ３ に 示 す 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ の 利 得
特 性 グ ラ フ を 示 し 、 グ ラ フ Ｇ ｂ は 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０ の 利 得 特 性 グ ラ フ 、 グ ラ フ Ｇ
ｃ は 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ の 利 得 特 性 グ ラ フ で あ る 。 ｘ 軸 は 周 波 数 Ｈ ｚ を 示 し 、 ｙ 軸 は 伝 送
イ ン ピ ー ダ ン ス 利 得 ｄ Ｂ Ω を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
約 ５ ０ ｄ Ｂ Ω の 伝 送 イ ン ピ ー ダ ン ス 利 得 に お い て 、 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 １ ０ ０ は 、 １ ０ ．
５ Ｇ Ｈ ｚ の 帯 域 幅 内 で ２ ． １ ｄ Ｂ Ω の オ ー バ ー シ ュ ー ト を 生 成 す る 。 し か し 、 広 帯 域 増 幅
器 ３ ０ ０ は 、 同 一 の １ ０ ． ５ Ｇ Ｈ ｚ の 帯 域 幅 内 で 比 較 的 に 均 一 の 利 得 を 表 す 。 す な わ ち 、
本 発 明 の イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ 方 式 を 採 用 す る 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ は 、 帯 域 幅 を 拡 張 す
る と 共 に 、 利 得 変 化 を 殆 ど 発 生 し な い 。
本 発 明 の イ ン ダ ク タ Ｌ ３ ０ ０ を バ イ ア ス 段 Ｔ Ｒ ３ ０ ４ に 提 供 し さ え す れ ば 、 従 来 の 技 術 の
増 幅 器 １ ０ ０ の イ ン ダ ク タ Ｌ １ ０ ０ の 存 在 は あ ま り 重 要 で は な い 。 言 い か え れ ば 、 イ ン ダ
ク タ Ｌ １ ０ ０ は 、 本 発 明 の 広 帯 域 増 幅 器 ３ ０ ０ の 動 作 に 実 質 的 に 影 響 を 及 ぼ さ ず 、 第 １ 増
幅 段 Ｔ Ｒ ３ ０ １ に 実 現 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 超 高 速 光 通 信 シ ス テ ム の 送 受 信 機 の み な ら ず 、 様 々 な 超 高 周 波 回 路 、 す
な わ ち 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ （ Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ 　 Ａ ｒ ｅ ａ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ） 、 広 帯 域 無 線 通 信 網 な ど
の よ う な 通 信 サ ー ビ ス に 用 い ら れ る 送 受 信 機 の 増 幅 器 に も 効 果 的 に 応 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 に お い て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 請 求 範 囲 を 逸 脱
す る こ と な く 、 当 業 者 は 種 々 の 改 変 を な し 得 る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
超 高 周 波 用 素 子 の 開 発 に は 多 く の 時 間 や 費 用 が か か る 。 し か し 、 本 発 明 に よ れ ば 、 急 激 な
利 得 変 化 な し に 回 路 の 帯 域 幅 を 増 加 す る こ と が で き 、 特 に 、 高 周 波 帯 域 で 利 得 を 改 善 し 、
つ い に 帯 域 幅 を 増 加 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 シ ャ ン ト イ ン ダ ク タ 方 式 を 採 用 す る 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 の 概 略 的 な 回 路 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 通 常 の 増 幅 器 及 び 図 １ に 示 す 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 の 利 得 特 性 グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ る 広 帯 域 増 幅 器 の 概 略 的 な 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 通 常 の 増 幅 器 及 び 図 ３ に 示 す 本 発 明 の 広 帯 域 増 幅 器 の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を 示 す
。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 従 来 の 広 帯 域 増 幅 器 及 び 図 ３ に 示 す 本 発 明 の 広 帯 域 増 幅 器 の 伝 送 イ ン
ピ ー ダ ン ス を 示 す 特 性 グ ラ フ を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
Ｔ Ｒ １ ０ １ 、 Ｔ Ｒ １ ０ ３ 、 Ｔ Ｒ ３ ０ １ 、 Ｔ Ｒ ３ ０ ３ … 増 幅 用 ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｔ Ｒ １ ０ ２ 、
Ｔ Ｒ ３ ０ ２ 、 Ｔ Ｒ ３ ０ ４ … バ ッ フ ァ 用 ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｔ Ｒ １ ０ ４ … バ イ ア ス 用 ト ラ ン ジ ス
タ 、 Ｌ １ ０ ０ … イ ン ダ ク タ 、 Ｌ ３ ０ ０ … イ ン ダ ク テ ィ ブ バ ッ フ ァ 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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